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■営業地域 ：静岡県西部及び愛知県東部

■創立 ：1950（昭和 25）年

■預金残高 ：2兆7,522億円

■貸金残高 ：1兆3,166億円

■店舗数 ：87店舗

■役職員数 ：1,677名(グループ1,757名)

■自己資本比率：13.68％

愛知県

静岡県

浜松市

磐田市

浜松本部
磐田本部

・東京から大阪のほぼ中間地点に位置する
・交通の便は良好（東名高速道路、東海道新幹線）
・人口は、浜松市が78.9万人、磐田市が16.6万人
・主要産業としては 、輸送用機器製造（スズキ㈱、
ヤマハ発動機㈱、本田技研工業㈱の創業地）
楽器製造（ヤマハ㈱、㈱河合楽器製作所、ローラ
ンド㈱）等が有名である

概況（2023.3末現在） 主な営業地域

貸出金の状況（2023.3末現在）

浜松いわた信金の現況

（出所）浜松いわた信用金庫「ディスクロージャー誌」より作成
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イメージキャラクター
「はみぃ」



浜松いわた信金の取組事例｜環境への配慮

 2019年1月にSDGｓ行動宣言を制定し、SDGｓへの貢献を経営の根幹に据えて、お客さま、地域の皆さまの持続的な発展に
取り組んでいる

 2022年9月には、TCFD提言への賛同を表明し、気候変動リスク、機会に関する情報開示を充実させていく

（出所）浜松いわた信用金庫「気候変動の取組みについて」より作成

ガソリン使用量の削減エネルギー使用量の削減

再生可能エネルギーの調達サステナブルファイナンスの取組みを推進

・実行額の中期累計目標

133億円

1,300億円

450億円

519億円50億円

200億円

融資実行額

投資実行額

1,750億円

183億円

719億円

・新本店営業部において使用する電力を、再生可能エネルギーを
利用した電力で調達し、実質的なCO2排出量の削減に努める。

CO2排出量（目標）

2,775ｔ

2,082ｔ
（▲1,745t）

2022年度 2030年度

節電・省エネ設備導入
ペーパレス化等により、削減
目標の達成を目指す

・2013年度のCO2排出量を基準として、2030年度までに
46％の削減を目指す。

3,827ｔ

2013年度

281台
276台

2022年度 2030年度

うち電動車
24台

うち電動車
139台

（+115台）

・2030年度までに、電気自動車や電動バイクの導入を進め、
CO2排出量を低減を目指す。

4輪車台数（目標）

電動バイクの導入を検
討していきます

373台使用（2022/3）
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浜松いわた信金の取組事例｜CO2排出量算出クラウドサービス一覧

 取引先がCO2排出量を把握するために、見える化として、以下４種をラインアップし、取引先のニーズに応じたCO2排出量算出
クラウドサービスを提案している
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（出所）浜松いわた信用金庫ニュースリリースより作成

商品名 e-dash ゼロボード Eco Ni Pass しずおかGXサポート

提供事業者 e-dash㈱ ㈱ゼロボード 鈴与商事㈱ ㈱日立製作所

CO2算定範囲 ・Scope1～３
（原単位）

・Scope１～３
（製品別、サービス別、
原単位のCO2排出量）

・Scope１～３ ・Scope１～２

データ入力 ・データ入力不要
（スキャン）

・データ入力不要 ・専用フォーマットに
入力しスキャン

・データ入力必要

機能 ・レポート作成
・エネルギー使用量、コ
スト管理、原単位管理
・CO2排出量目標設定
・CO2削減策の提案

・国際的な開示形式や
国内外の各種環境法
令の報告形式での出力
・CO2排出量の削減管理
・CO2削減策の提案

・Scope別、エネルギー
種別、ユーザー別の
CO2排出量を管理
・CO2削減策の提案

・データをグラフで可視
化、目標設定、進捗管
理が可能

利用料金 月額10,000円～ 月額8,000円～ 月額4,800円～ 無料

その他 ・三井物産㈱100％
子会社
・国内大手監査法人に
よる第三者検証

・国際審査、認証機関が
システムの妥当性を保
証済

・ウイングアーク１ｓｔ
との共同開発
・第三者認証は受けて
いない

・GHGプロトコル対応
・低予算、低機能



浜松いわた信金の取組事例｜サステナブルファイナンス商品一覧

 取引先のSDGsやESGへの貢献度合いに着目し、その状況を浜松いわた信金または第三者機関が分析するとともに、SDGsや
ESGに配慮した企業経営が展開される過程を通じて、事業者のサステナビリティに関する戦略やガバナンス体制の整備が進むことで
取引先自身の企業価値向上につながる
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（出所）浜松いわた信用金庫ニュースリリースより作成

制度・商品名 SDGs私募債 SDGs支援資金 浜松いわた信用金庫PIF 浜松いわた信用金庫SLL

取扱開始 2021年4月 2022年6月 2023年4月 2023年4月

対象者 ・SDGsに取り組む
法人

・SDGs宣言書の作成
をした事業者

・SDGsまたはESGに関し
て積極的な取組みをして
いる中堅・中小企業で、
PIF原則を満たせる法人

・SLL原則を満たせる
法人

資金使途 資金使途制限なし 資金使途制限なし 資金使途制限なし 資金使途制限なし

融資金額 50M～1,000M ～300M 50M～1,000M 50M～1,000M

適用金利 当金庫所定の利率 当金庫所定の利率 当金庫所定の利率 当金庫所定の利率

返済方法 ・満期一括償還
・定時償還

・元金均等返済
・期日一括返済

・元金均等返済 ・元金均等返済

特徴 ・SDGsの普及促進、
資金調達の多様化

・SDGs取組評価・宣
言支援サービスに
よるSDGs取組状況
の可視化

・PIF金融原則に整合した
借入と対象企業活動が
ESGにもたらすインパクト
(ポジティブorネガティブ)
を分析・評価
・設定した目標を継続して
モニタリングする
・格付機関の認証を取得

・SLL原則に整合した
借入が対象
・SDGsやESGに関する野
心的な目標を設定し、達
成状況により適用金利
を変動させる



 当社では、業界の動向を踏まえ、太陽光発電の設置やグリーン電力の購入を実施。カーボンニュートラル化を達成するとともに、人材
獲得の面からも効果を発揮

5
（出所）経済産業省資料「カーボンニュートラルと地域企業の対応」より作成

取引先の取組事例｜脱炭素化について



ご清聴ありがとうございました
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 本資料は、信用金庫等の関係者を対象に、情報提供のみを目的として作成しています。

 本資料は、作成日時点における情報に基づいて作成していますが、将来内容が変更されることもあり、本資料
上のサービス等の提供等の履行を約束するものではありません。また、本資料に記載の情報によって生じた
いかなる損害についても本中金は一切の責任を負いかねます。

 本資料は、記載された取引の一般的説明を目的とするものであり、具体的な取引の条件を提示するものでは
ありません。

 本資料は、本中金固有の著作物です。信用金庫等の関係者で利用することのみを目的として作成しており、
信用金庫等の関係者以外の第三者に対し開示する権利を信用金庫等の関係者に付与するものではありま
せん。本資料に記載する全ての事項について、本中金の許可なく複製、配布または転用することを禁止します。


